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　　　業績の状況 （連結）

（百万円）

2006年度 2007年度
第1四半期実績 第1四半期実績 対前年同四半期比

売上比 売上比 増 減 増減率

売 上 高 13,873 100.0% 14,254 100.0% 381 2.7%

営 業 利 益 1,176 8.5% 1,515 10.6% 339 28.9%

経 常 利 益 1,297 9.4% 1,864 13.1% 567 43.7%

当期純利益 680 4.9% 1,024 7.2% 344 50.7%
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部門別業績推移　医薬品

11,336 11,750

0

15,000

2006年度 2007年度

 
（百万円）

実績 １１,７５０百万円

対前年同四半期比

＋ ４１４百万円（ ＋ ３.７ ％ ）

　第１四半期 　第１四半期
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主力品目売上高増減

（百万円）
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（百万円）

・ハイペン（ ２８.３％ ｕｐ ）
（非ステロイド性鎮痛・抗炎症剤）

・ アズノールうがい液（ ６.４％ up ）
（アズレン含嗽液）

等の伸長

・エビプロスタット（ ８.８％ down ）
（前立腺肥大症治療剤）

・ブラダロン類（ １２ .１％ down ）
（頻尿治療剤）

・レフトーゼ類（ １１.４％ down ）
（出血抑制消炎酵素剤） 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　等の減少

・バイナス
　　　（アレルギー性鼻炎治療剤）

の寄与
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医薬品売上の内訳

（百万円）

2006年度 2007年度
第１四半期実績 第１四半期実績 対前年同四半期比

売上比 売上比 増 減 増減率

医 薬 品 10,993 97.0% 11,257 95.8% 264 2.4%

工業所有権等収益 57 0.5% 18 0.2% △ 39 △68.4%

ﾌ ﾟﾙﾘﾌﾛｷｻｼﾝ原薬 259 2.3% 440 3.7% 181 69.9%

受 託 製 造 27 0.2% 35 0.3% 8 29.6%

医 薬 品 合 計 11,336 100.0% 11,750 100.0% 414 3.7%
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部門別業績推移　機能食品

2,537 2,503
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実績 ２,５０３百万円

対前年同四半期比

△３４百万円（ △１.３ ％ ）

　第１四半期 　第１四半期



2007.8.8
7

機能食品売上の内訳

（百万円）

2006年度 2007年度
第１四半期実績 第１四半期実績 対前年同四半期比

売上比 売上比 増 減 増減率

調 味 ･ 香 辛 料 131 5.2% 139 5.6% 8 6.1%

健 康 食 品 素 材 180 7.1% 161 6.4% △ 19 △10.6%

品 質 安 定 保 存 剤 347 13.7% 341 13.6% △ 6 △1.7%

た ん 白 製 剤 1,599 63.0% 1,590 63.5% △ 9 △0.6%

除 菌 ･ 洗 浄 剤 90 3.5% 97 3.9% 7 7.8%

小 麦 製 品 39 1.5% 28 1.1% △ 11 △28.2%

そ の 他 151 6.0% 147 5.9% △ 4 △2.6%

機 能 食 品 合 計 2,537 100.0% 2,503 100.0% △ 34 △1.3%



2007.8.8
8

業績推移（連結） 売上高

11,336

2,537

11,750

2,503

0

15,000

2006年度 2007年度

機能食品

医薬品

13,873 14,254

(百万円）

実績 １４,２５４百万円

対前年同四半期比

＋ ３８１百万円（ ＋ ２.７ ％ ）

　第１四半期 　第１四半期
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業績の状況 （連結） ①

（百万円）

2006年度 2007年度
第1四半期実績 第1四半期実績 対前年同四半期比

売上比 売上比 増 減 増減率

営  業  収  益
売上高 13,873 100.0% 14,254 100.0% 381 2.7%

(医薬品） (11,336) (81.7%) (11,750) (82.4%) (414) (3.7%)

(機能食品） (2,537) (18.3%) (2,503) (17.6%) (△ 34) (△1.3%)

営  業  費  用 12,697 91.5% 12,738 89.4% 41 0.3%

売上原価 6,100 44.0% 6,561 46.0% 461

返品引当金繰入額 -4 0.1% 3 0.0% 7

販売費及び一般管理費 4,436 32.0% 4,409 30.9% △ 27

研究開発費 2,164 15.6% 1,763 12.4% △ 401

営  業  利  益 1,176 8.5% 1,515 10.6% 339 28.9%

営業利益 ： 販売費及び一般管理費、 研究開発費の減少等により増益
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業績の状況 （連結） ②

（百万円）

2006年度 2007年度
第1四半期実績 第1四半期実績 対前年同四半期比

売上比 売上比 増 減 増減率

営 業 利 益 1,176 8.5% 1,515 10.6% 339 28.9%

営業外収益 232 1.7% 468 3.3% 236 101.1%

営業外費用 111 0.8% 119 0.8% 8 7.2%

経 常 利 益 1,297 9.4% 1,864 13.1% 567 43.7%

当期純利益 680 4.9% 1,024 7.2% 344 50.7%

経常利益・当期純利益　：　営業利益、営業外利益の増加により増益
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通期業績予想（連結）

5,290 5,900
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5,000

2006年度 2007年度

(百万円）

経常利益

2,899 3,300
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5,000
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当期純利益

(予）

+ １１．５ %

(予）

+ １３．８ %

56,320 56,500
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売 上 高

(予）

+ ０．３ %

5,220 5,400

0

5,000
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(百万円）

営業利益

(予）

+ ３．４ %



研究開発品目の進捗状況研究開発品目の進捗状況
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新製品開発状況（国内）

開発品目 申請区分 開発状況 ２００５ ２００６ ２００７ ２００８年度

鼻  炎 申請中

喘  息 ＰⅡ

ＩＫＨ－０１

（ルナベル）
（導入）

新医療用

配合剤
申請中

ＮＳ－３１５

(塩酸ﾄﾗﾏﾄﾞｰﾙ)
（導入）

新投与経路 ＰⅢ

ＮＳ－１１

(アカンプロセート)
（導入）

新成分 ＰⅡ

ＮＳ－17

(アザシチジン）
（導入）

新成分
ＰⅠ

準備中
骨髄異形成症候群

適応症等

ＮＳ－１２６

（導入）
新成分

吸入

ｽﾃﾛｲﾄﾞ
剤

癌性疼痛

アルコール依存症

月経困難症

申請

申請予定

申請
ﾉｰﾍﾞﾙﾌｧｰﾏ
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新製品開発状況（海外）

開発品目 申請区分 適応症 開発状況 ２００５ ２００６ ２００７ ２００８年度

韓国
申請中

ＵＳ
ＰⅢ

ＮＳ－３０４
（自社）

新成分 肺高血圧症
ＥＵ
ＰⅡ
準備中

ＮＳ-１８７
（自社）

新成分
慢性骨髄性
白血病

ＵＳ/ＥＵ
ＰⅠ

ＮＭ４４１
（自社）

新成分 合成抗菌剤

Innovive

Optimer

柳韓洋行社

申請

申請予定

申請予定
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ＮＳｰ１７（ｱｻﾞｼﾁｼﾞﾝ・Vidaza ）
－ 骨髄異形成症候群治療剤－

開発段階： PⅠ試験準備中
開発会社： ファーミオン社（米）より導入

米国 2004/07 発売
適 応 症： 骨髄異形成症候群（MDS)
成 　 　分： アザシチジン
剤 　 　型： 凍結乾燥粉末/バイアル
　　　　　　　　（用時溶解、皮下・静脈内注射）

特　 　 徴：・ DNA脱メチル化作用による正常分化
　　　　　　　　 増殖誘導
　　　　　　　　・ Low ～High Risk MDS に有効
　　　　　　　　・ MDS治療の第一選択薬（米国）
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ＩＫＨ－０１（ルナベル ）
－月経困難症治療剤－

開発段階： 2006/10 申請
開発会社： ノーベルファーマ（株）
　　　　　　　　（2007/07 販売提携契約）
適 応 症： 月経困難症（子宮内膜症に伴うもの）
成 　 　分： 黄体ﾎﾙﾓﾝ(ﾉﾙｴﾁｽﾃﾛﾝ)・卵胞ﾎﾙﾓﾝ(ｴﾁﾆﾙ
　　　　 ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ)配合剤
剤 　 　型： 錠剤（１日１錠２１日間投与、７日間休薬）
特　 　 徴： ・低用量ピル（一相性）
　　　　　　　　 ・欧米では月経困難症の第一選択薬
　　　　　　　　 ・国内低用量ﾋﾟﾙでは唯一の適応症
　　　　　　　　　 （他剤は全て「避妊」）　　　　　
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